
外部との連携 海外・現地法人

安全運転普及本部
（青山・和光）

販売会社交通教育センター
（全国7カ所）

主に企業や一般運転者への安全
運転教育や指導者の養成を実施。

・関連会社
・自動車教習所
・関係諸団体

海外の安全運転普及活動は、
各現地法人が主体的に展開。

二輪・四輪・汎用販売会社ス
タッフがお客様に安全アドバ
イスや安全講習会を実施。

● 全体統括
● 研究開発活動
 地区普及ブロック

子どもから高齢者までの
地域に根ざした交通安全
教育の普及を実施。

製作所（全国5カ所）

安全教育の現場でご活用いただける教育プログラ
ムや教育機器等、「ソフトウェアの開発」も安全運転
普及本部の重要な活動の1つです。本人の気づきを
促す各種交通安全教育プログラムや、危険を安全
に体験いただける二輪・四輪・自転車の各種シミュ
レーターなど教育機器の開発に力を入れています。

Hondaの安全に対する考え方

学習効果を高めるための
「教育プログラムや教育機器」を
開発しています。

　クルマやバイクに乗っている人だけでなく、道を使うだれもが安全でいられる「事故に遭わない社会」をつくりたい。Hondaは、その実現に向け、

安全に関わる「テクノロジー（ハード）」の開発はもちろん、安全の知識や運転技術をたくさんの「ヒト（ソフト）」に伝え、さらには、安全情報を伝えあ

う「コミュニケーション」を推進する活動に力を尽くしていきます。

　その「ヒト（ソフト）」の領域において、子どもから高齢者まで各年代に応じた交通安全啓発活動を地域社会と一体となって進めることが必要と考

え、積極的に取り組んでいます。

テクノロジー

事故
遭わない／遭わせない／無くしたい遭遭ヒ ト コミュニケーション

効果的に交通安全教育を行い、活動を広げるため
には、それを実践する指導者が必要不可欠です。
そのため、Hondaは手渡しの安全の担い手であ
る指導者の養成に積極的に取り組んでいます。ま
た、活動に賛同してくださる企業・地域・自動車教
習所などの方々へ、要望に応じて指導ノウハウを
提供するなど、指導者養成を支援しています。

交通安全を伝える
指導者を養成しています。

交通ルールやマナー、安全運転について日常的
に考え、学ぶための「場」と「機会」をお客様や地
域の方々へ提供しています。例えば、親子で学べ
る交通安全教室や危険を安全に体験していただ
く参加体験型のスクール、受講者同士の話し合
いの中から自分の交通行動を振り返る講習など、
様々な学びの「場」と「機会」を創出しています。

交通安全を考え、学ぶための
「場」と「機会」を提供しています。

Safety for Everyone

ソフトウェア
の開発

場づくり人づくり

すべての人の安全をめざして

安全運転普及本部を中心に、各年代に応じたきめ細やかな安全
運転普及活動が行えるよう、活動体制を整えています。それぞれ
の活動拠点に、役割に応じた専任のインストラクターやスタッフ
が配置されており、皆様に交通安全教育を提供したり、関係諸団
体と連携した交通安全活動に取り組んでいます。

道路ユーザーすべての安全を
考え、さらに効果の高い技術
を普及させていく。

情報、コンテンツを融合させ、コミュニ
ケーションで安全意識を高めていく。

安全運転知識や技術、教育を幅広く社
会に提供していく。

できるだけ多くの人に
安全教育に参加してほしいから、
活動の場を広げています。

安全運転普及本部の活動体制

Hondaの安全運転普及活動は、人に焦点を当てた「人から人への手渡しの安全」と、危険を安全に体験する「参加体験型の実践教育」を基本に、
活動の三本柱として、人づくり、場づくり、ソフトウェアの開発に取り組んでいます。

ごあいさつ

大山 龍寛

　日頃からHondaの安全運転普及活動に多大なるご

理解、ご支援を賜り、誠にありがとうございます。お

陰様で本年も様々な分野において安全運転普及活

動を展開することができました。この場をお借りし、

改めまして御礼を申し上げます。

　昨年中の交通事故死者数は11年連続での減少と

なる4612人、本年は昨年をさらに上回るペースで着

実に減少しております。これは交通安全に関わる官

民はもとより、交通社会に参加する一人ひとりの努力

の成果であり大変喜ばしいことと思います。

　一方で、昨年よりスタートした第9次交通安全基本

5カ年計画で掲げる「平成27年までに24時間死者

3000人以下、死傷者数70万人以下にする」というチ

ャレンジングな目標を達成するためには、これまでに

も増して「人」の意識と行動変容、「車両」の安全技

術の進化と普及がより一層重要になってくると考えて

います。

　Hondaは「環境」と「安全」を最重要課題ととらえ

企業活動に取り組んでいます。CO2の大幅低減に向

けた取り組みや、「車両」の安全技術をさらに進化さ

せ、いち早くクルマやバイクに搭載し、お客様に提供

することはもちろん、クルマやバイクに乗っている人の

みならず、歩行者、自転車利用者など交通社会に参

加するすべての人の安全を追求し、共存安全による

「事故ゼロのモビリティ社会」の実現をめざしていま

す。その実現のために、安全技術の「テクノロジー」、

安全情報の「コミュニケーション」、交通安全教育領

域の「ヒト」の三本柱で展開を行っています。

　「テクノロジー」では、「ぶつからないクルマをより多

くのドライバーに」をコンセプトに追突や歩行者衝突

回避の可能性を高めたプリクラッシュセーフティ技術

や、衝突リスクに近づかないようにクルマをさらに知

能化して他車の動きを自動で予測・判断する運転誘

導支援、さらには隠れた危険などにも対応するため

車車間、路車間通信を活用したITS技術などの研

究・開発にも積極的に取り組んでいます。また、四輪・

二輪メーカーである強みを活かし、クルマ側がバイク

を守る技術の研究・開発にも取り組んでいます。

　「コミュニケーション」では、昨年の東日本大震災直

後に、カーナビのプローブ情報が通行できる道路をい

ち早く社会に提供し、救援作業に貢献したように、

「人・クルマ・世界がつながる機能」で安全を進化さ

せ、地域の人 と々一緒に作り上げる交通安全のコミュ

ニケーションの輪を拡げていきたいと考えています。

　「ヒト」へは、ここ数年強力に進めてきました地域

に根ざした交通安全教育を、Hondaの二輪・四輪販

売会社のスタッフや交通教育センターはもちろん、各

地の交通指導員や協力会社のインストラクター、教習

所の皆様など多くの人 と々連携し、交通安全思想の

普及に向けた活動を継続して参ります。また、シミュ

レーション技術を活用したツールや身体に障がいの

ある方の移動を支援する教育プログラムの開発・提

供など、先進性・独自性のある取り組みにもチャレン

ジして参ります。

　今後もHondaは、すべての交通参加者が安全で事

故に遭わない社会をめざし、その実現に向けて、「テ

クノロジー」、「コミュニケーション」、「ヒト」の3つの領

域でそれぞれをさらに高めると同時に互いに協調さ

せながら、取り組みを一層強化して参ります。

　最後に、皆様の益々のご健勝とご発展をお祈りす

るとともに、Hondaへの変わらぬご理解、ご支援をよ

ろしくお願い申し上げます。

本田技研工業株式会社 取締役専務執行役員
安全運転普及本部本部長

安全運転普及本部の活動
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